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7 月の運勢
モナ・カサンドラ

【全体運】　レジャー運が活性化。親しい仲間たちとにぎやかに
過ごすと英気を養えそう。人気スポットに足を運ぶのも刺激大

【健康運】　快活モード。スポーツを始めるのも正解
【幸運を呼ぶ食べ物】　アシタバ

牡羊座
3/21
～ 4/19
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６
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
は
中
種
子

町
の
種
子
島
こ
り
～
な
で
、『 

第
11
回
通

常
総
代
会
』
を
開
催
し
総
代
を
は
じ
め
関

係
者
の
方
々
が
多
数
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
鮫
島
忠
雄
組
合
長
よ
り

「
熊
毛
地
区
管
内
の
農
業
は
、
様
々
な
課

題
が
山
積
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
28
年

度
は
、
大
き
な
気
象
災
害
等
も
な
く
、
平

年
並
み
の
作
況
と
な
り
ま
し
た
。
子
牛
価

格
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
高
値
基
調

が
続
い
て
お
り
、
販
売
額
で
40
億
円
を
超

え
る
な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
明
る
い
１
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
当
期
剰
余
金
１
億
６
千
万
円
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　

販
売
・
購
買
部
門
の
表
彰
が
行
わ
れ
た

後
、
南
種
子
町
の
砂
坂
浩
一
郎
さ
ん
を
議

長
に
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
や
平
成
29

年
度
事
業
計
画
な
ど
８
議
案
に
つ
い
て
審

議
が
な
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

【
平
成
29
年
度
基
本
方
針
】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
新
興
国
や
資

源
国
の
景
気
減
速
の
影
響
等
で
輸
出

 

・
生
産
面
に
鈍
さ
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
に
よ

り
個
人
消
費
が
底
堅
く
推
移
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
投
資
関
連
・
各
種

支
援
策
等
に
よ
り
全
体
と
し
て
は
緩

や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業

就
業
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
担

い
手
不
足
等
に
よ
り
法
人
経
営
体
が

増
加
す
る
な
ど
、
大
規
模
・
法
人
化

が
進
ん
で
お
り
、
農
業
構
造
の
変
化

が
加
速
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
国

会
で
の
承
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

食
料
安
全
保
障
や
農
業
生
産
に
甚
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
米
国
大
統
領

の
方
針
な
ど
、
関
係
各
国
の
動
向
に

注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
の
組
織
・
事
業
運
営
の
変
革
を

迫
る
、
改
正
農
協
法
が
平
成
28
年
４

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
規

制
改
革
推
進
会
議
や
農
林
水
産
業
骨

太
方
針
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
提
言
等
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
Ｊ
Ａ
組
織
が
一
体
と
な
り
、

農
業
・
地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
取

り
組
み
の
強
化
に
併
せ
、
組
織
・
事

ＪＡ種子屋久
第 11 回通常総代会開催 !!

▲挨拶を行う
鮫島忠雄組合長

　

こ
れ
を
受
け
、
生
産
資
材
の
高
止
ま
り

を
考
慮
し
た
、
再
生
産
対
策
の
一
部
と
し

て
、
肥
料
・
飼
料
・
農
薬
に
対
す
る
事
業

分
量
配
当
４
千
万
円
、
出
資
配
当
約
２
千

９
百
万
円
を
ご
提
案
致
し
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。


